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(百万円未満切捨て)
１．平成27年３月期第２四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年３月期第２四半期 2,904 1.7 53 △47.8 110 △21.5 42 △53.1

26年３月期第２四半期 2,857 3.4 102 - 140 962.4 91 -
(注) 包括利益 27年３月期第２四半期 74百万円( △4.1％) 26年３月期第２四半期 77百万円( -％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

27年３月期第２四半期 5.22 -

26年３月期第２四半期 11.13 -
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

27年３月期第２四半期 6,273 4,160 66.3

26年３月期 5,892 4,127 70.0
(参考) 自己資本 27年３月期第２四半期 4,160百万円 26年３月期 4,127百万円
　

　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年３月期 - 0.00 - 5.00 5.00

27年３月期 - 0.00

27年３月期(予想) - 5.00 5.00

直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,825 5.3 40 △61.2 23 △86.8 △84 △205.9 △10.29
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 27年３月期２Ｑ 9,493,193株 26年３月期 9,493,193株

② 期末自己株式数 27年３月期２Ｑ 1,304,805株 26年３月期 1,304,805株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期２Ｑ 8,188,388株 26年３月期２Ｑ 8,188,526株
　

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
　この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示
時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である と
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたって
の注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来
予測情報に関する説明」をご覧ください。

　四半期決算補足説明資料は、TDnetで平成26年11月21日(金)に開示し、同日当社ホームページに掲載いたします。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費増税にともなう駆け込み需要の反動減に加え、アベノミ

クスによる急速な円安などで物価の上昇を招いたことから実質賃金が目減りし、個人消費は低調に推移いたしまし

た。また、公共投資、民間設備投資も盛り上がりに欠け、円安にもかかわらず輸出も低迷するなど景気の先行きに

不透明感が強まりました。

　食品業界では、台風や豪雨など悪天候の影響で飲料などの夏物商品の動きに悪影響が出ました。また、外食産業

の売上高が振るわないなど増税の影響が懸念される事態も見受けられました。そうしたなか、原材料や電気、燃料

などの高騰に人手不足による人件費、物流費の上昇などが加わり、企業にとって厳しい状況が続きました。

こうした状況のもと、当社グループでは、営業部門で外食、中食向け業務用調味料市場の開拓、拡大を図るた

め、業務用卸企業との取り組みやお客様に対する提案営業を強化すべく各種展示会に参加するとともに本社、各支

店などで試食提案会を積極的に行いました。また、インターネット上の集客サイト「ラーメンスープ・タレ.com」

の充実を図り、ラーメン関連業界向けのアピールを強化いたしました。さらに、販売促進ツールとして「ラーメン

スープ・タレ調味料総合カタログVol.2」を製作し、お客様への提供を開始いたしました。

　商品開発部門では、スピーディーで的確な開発業務を行うべく営業スタッフとのお客様への同行を積極的に行う

とともに開発スタッフの技術レベルの向上に努めました。

　生産部門では、引き続きカイゼン活動に注力し、品質と生産性向上を目指すとともに原材料費などの上昇を抑制

すべく購買業務の見直しを図りました。

　また、全社的な品質保証業務の充実を図るべく品質保証室の体制を強化いたしました。

　米国子会社につきましては、日本からの輸入商品の販売に注力するとともに、工場建設に本格的に着手し、工場

稼働の準備や工場稼働後を見据えた営業活動などに積極的な取り組みを行いました。

　その結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は、2,904百万円（前年同四半期比1.7％増）となりまし

た。また、利益につきましては、国内の原材料費、光熱費、物流費の上昇や米国子会社の現地生産に向けた経費の

増加などから、営業利益は53百万円（前年同四半期比47.8％減）、経常利益は為替差益などの影響があり110百万円

（前年同四半期比21.5％減）、四半期純利益は42百万円（前年同四半期比53.1％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における資産の残高は、前連結会計年度末に比べ380百万円増加し6,273百万円（前

連結会計年度比6.5％増）となりました。これは主に建設仮勘定の増加324百万円があったことによるものです。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における負債の残高は、前連結会計年度末に比べ347百万円増加し2,113百万円（前

連結会計年度比19.7％増）となりました。これは主に短期借入金の増加500百万円があったことによるものです。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は、前連結会計年度末に比べ33百万円増加し4,160百万円

（前連結会計年度比0.8％増）となりました。これは主に配当金の支払40百万円があったものの、四半期純利益の計

上42百万円及び為替換算調整勘定の増加28百万円によるものです。
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②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

76百万円減少し1,238百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果使用した資金は109百万円（前年同四半期連結累計期間に比

べ299百万円減少）となりました。これは主に賞与引当金の減少90百万円及び売上債権の増加171百万円によるもの

です。

(投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果使用した資金は381百万円（前年同四半期連結累計期間に比

べ225百万円減少）となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出373百万円によるものです。

(財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動の結果得られた資金は378百万円（前年同四半期連結累計期間に比

べ498百万円増加）となりました。これは主に短期借入れによる収入500百万円によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

第２四半期累計期間の業績予想につきましては、平成26年５月13日付「平成26年３月期 決算短信〔日本基準〕

（連結）」にて公表した平成27年３月期における第２四半期累計の業績予想を修正いたしました。詳細につきまして

は、平成26年11月４日に公表いたしました、「業績予想の修正及び営業外収益（為替差益）の計上に関するお知ら

せ」をご参照ください。

　なお、当該予想数値につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な

要素を含んでおり、実際の業績等は今後様々な要因によって異なる場合があることをご留意ください。
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２．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,029,428 880,615

受取手形及び売掛金 841,952 1,013,480

有価証券 290,171 363,056

商品及び製品 214,278 235,785

仕掛品 2,699 9,008

原材料及び貯蔵品 230,056 255,255

その他 82,532 36,008

貸倒引当金 △282 △2,207

流動資産合計 2,690,838 2,791,003

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,411,480 1,398,476

機械装置及び運搬具（純額） 295,634 279,765

土地 729,624 735,449

建設仮勘定 222,359 546,647

その他（純額） 213,050 184,244

有形固定資産合計 2,872,149 3,144,584

無形固定資産 27,225 23,087

投資その他の資産 220,379 238,681

固定資産合計 3,119,754 3,406,352

繰延資産 82,290 76,481

資産合計 5,892,883 6,273,837

負債の部

流動負債

買掛金 530,999 631,041

短期借入金 - 500,000

1年内返済予定の長期借入金 100,000 100,000

未払法人税等 98,212 18,918

賞与引当金 115,000 36,000

その他 358,355 319,040

流動負債合計 1,202,567 1,605,000

固定負債

長期借入金 300,000 250,000

役員退職慰労引当金 116,682 122,613

その他 146,139 135,386

固定負債合計 562,822 508,000

負債合計 1,765,390 2,113,001
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,413,796 1,413,796

資本剰余金 1,376,644 1,376,644

利益剰余金 1,510,905 1,512,708

自己株式 △232,381 △232,381

株主資本合計 4,068,965 4,070,768

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 5,531 8,729

為替換算調整勘定 52,996 81,338

その他の包括利益累計額合計 58,528 90,067

純資産合計 4,127,493 4,160,836

負債純資産合計 5,892,883 6,273,837
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 2,857,645 2,904,952

売上原価 2,138,749 2,191,520

売上総利益 718,895 713,431

販売費及び一般管理費 616,442 659,944

営業利益 102,452 53,487

営業外収益

受取利息 336 129

受取配当金 1,549 926

受取賃貸料 2,327 2,007

受取保険金 542 1,019

保険解約返戻金 18,962 -

為替差益 21,943 61,974

その他 2,580 3,423

営業外収益合計 48,242 69,481

営業外費用

支払利息 2,419 2,064

保険解約損 311 240

開業費償却 6,569 10,280

その他 765 19

営業外費用合計 10,065 12,604

経常利益 140,629 110,364

特別利益

投資有価証券売却益 30,946 -

特別利益合計 30,946 -

特別損失

固定資産除却損 295 0

特別損失合計 295 0

税金等調整前四半期純利益 171,280 110,364

法人税、住民税及び事業税 78,097 13,363

法人税等調整額 2,059 54,255

法人税等合計 80,156 67,619

少数株主損益調整前四半期純利益 91,124 42,744

四半期純利益 91,124 42,744
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 91,124 42,744

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △24,495 3,197

為替換算調整勘定 10,799 28,341

その他の包括利益合計 △13,696 31,539

四半期包括利益 77,427 74,284

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 77,427 74,284

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期
連結累計期間

(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期
連結累計期間

(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 171,280 110,364

減価償却費 112,874 112,660

無形固定資産償却費 4,492 4,163

繰延資産償却額 6,569 10,280

長期前払費用の増減額（△は増加） △451 307

賞与引当金の増減額（△は減少） △3,270 △90,375

貸倒引当金の増減額（△は減少） 60 1,596

退職給付引当金の増減額（△は減少） △4,770 －

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） － △4,691

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △463 5,931

受取利息及び受取配当金 △1,885 △1,056

支払利息 2,419 2,064

為替差損益（△は益） △21,943 △61,974

有形固定資産除却損 295 0

投資有価証券売却損益（△は益） △30,946 -

売上債権の増減額（△は増加） △15,512 △171,527

たな卸資産の増減額（△は増加） 21,615 △53,014

未収入金の増減額（△は増加） 8 △19

仕入債務の増減額（△は減少） △96,018 100,041

未払金の増減額（△は減少） △44,732 23,951

未払消費税等の増減額（△は減少） 53,455 △7,339

その他 91,773 △2,624

小計 244,849 △21,263

利息及び配当金の受取額 1,197 1,004

利息の支払額 △2,419 △2,064

法人税等の支払額 △53,134 △87,038

営業活動によるキャッシュ・フロー 190,492 △109,361

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △2,939 －

有形固定資産の取得による支出 △210,857 △373,025

無形固定資産の取得による支出 △4,010 －

繰延資産の取得による支出 △26,387 －

投資有価証券の取得による支出 △601 △599

投資有価証券の売却による収入 78,886 －

貸付金の回収による収入 △119 57

投資その他の資産の増減額（△は増加） 9,892 △8,373

投資活動によるキャッシュ・フロー △156,136 △381,941
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(単位：千円)
前第２四半期
連結累計期間

(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期
連結累計期間

(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 － 500,000

長期借入金の返済による支出 △50,000 △50,000

リース債務の返済による支出 △29,081 △30,442

自己株式の取得による支出 △34 －

配当金の支払額 △40,943 △40,941

財務活動によるキャッシュ・フロー △120,060 378,615

現金及び現金同等物に係る換算差額 3,491 36,438

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △82,212 △76,248

現金及び現金同等物の期首残高 1,504,060 1,314,446

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,421,847 1,238,197
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。
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